
吉倉委員説明資料

第мр回ギャンブル等依存症対策推進関係者会議資料 κ 吉倉和宏
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相談受付の状況
ギャンブル依存症予防回復支援センター
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実態に即した対策を検証に基づき実行する

ギャンブル依存症予防回復支援センターのサポートコール相談データをもとに分類した
「生活への影響度レベル」 から見ても、ギャンブル問題が深刻化してから相談先を
利用する方が多い

悩みを持つ方を繋げることが最重要

早期発見・早期介入

相談先やギャンブル等の依存症対策（制度）の認知度向上が重要であるた
め、新たなリーフレット制作や、マンガによる相談先や制度の紹介が必要

現行の対策でも、相談者がサポートコール利用1か月後に任意で回答するSMSを
活用したアンケート結果で改善がみられる

当事者と周囲の人間の心身及び、金銭面の改善に繋がることが期待できる

相談先の
周知

制度の周知 相談への
敷居を下げる

©2024 Gambling Addiction Prevention and Recovery Support Center

はじめに

3



ギャンブル依存症予防回復支援センター
サポートコール

0120-683-705

70％ほどが、1度の相談で終了

相談者に必要な情報や

アドバイス等を提供

相談
無料

面談カウンセリング

医療機関等含む、3回までの費用を負担
➊ サポートコール案内の医療機関等のみ該当
❷ 1回の上限は10,000円まで

医療機関

最寄りの

精神保健福祉センター 等

その他、相談者に必要な
機関を案内

相談者

自助グループ
・ GA （ギャンブラーズ・アノニマス）

・ ギャマノン 等

司法書士
支援センターと契約している司法書士との、

電話・対面相談

法テラスや弁護士会 等

2023年度
・ 入電数 8,889 件

・ 相談数 7,897 件

・ 面談カウンセリング数 52 件

・ 司法書士との相談数 57 件

・ 診療費等助成件数 107 件

■ 受付可能なギャンブル等の種類 ■

・ パチンコ・スロット
・ 公営競技 ・ 株・FX
・ オンラインカジノ
・ 宝くじ 等

【臨床心理士など

有資格者】
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終了(70%)

支援センター サポートコールフロー図
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各相談窓口相談実績

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

支援センター

サポートコール
3,955 3,965 5,276 6,819 7,897

公営競技ギャンブル依存症

カウンセリングセンター
232 319 291 391 419

リカバリーサポート

ネットワーク
5,222 3,703 3,403 2,937 3,216
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9時～19時台：全体の6割（内訳：男性6割、女性7割（2022年度より男女とも微増））
20時～翌9時まで：全体の4割（内訳：男性4割、女性3割（2022年度と同様））
時間帯の傾向は大きく変わらず、男性＝仕事が終わった後、女性＝家族がいない間
深夜帯には相談件数が減少するが、一定数相談がある ➡ 24時間運営している有用性がみられる

男性

女性

ほぼ一定

ほぼ一定
男性に比べて少ない

©2024 Gambling Addiction Prevention and Recovery Support Center

相談の時間帯
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本人が78.3％、本人以外が21.7％ ➡ 月別の内訳も各月同水準
10月は 「本人」 の割合が昨年比で10pt増加しているが、2022年度がやや低位だったことによるもの
➡ 当事者が困難な状況にあり、相談や解決を目的として入電している背景は今までと同様

電話を掛けた方の属性

【今回：2023年度】 【前回：2022年度】
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（6,183件）

（1,477件）（237件）

（5,210件）

（1,405件）（205件）
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本人からの相談を除いた属性は、配偶者が35.0％、親が30.3％、きょうだいが12.5％、知人が12.2％
各月による差が比較的大きいが、各月とも本人以外の相談件数は相談件数全体の2～3割と少数派であることによる

ものと考えられる

【今回：2023年度】

【前回：2022年度】

全体 (1,612件)

全体 (1,717件)

「配偶者」 の割合

（ 今回ー前回 ）

-1.8 pt

（％）

（％）
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（601件） （106件） （520件）

（4件）

（214件）
（33件）

（9件）

（1件）（2件）

（210件）

（17件）

（593件） （83件） （503件）

（2件）

（1件）

（191件）
（33件）

（4件）

（186件）

（10件）

（6件）

電話を掛けた方の属性（本人以外）
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■10代～40代は全体の70.3％ ➡ 全体の大多数を占める
■60代以上は全体の8.7％
■男性は若年層、女性は中高年層の占める割合がそれぞれ高い
（女性50代以上が34.0％→40.3％に増加している）

若年層 中高年層
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（189件）（1,871件） （1,894件） （1,673件） （1,587件）（528件）

（141件）

（14件）

（150件）（1,589件） （1,793件） （1,514件） （1,268件）（409件）

（89件）

（7件）

（182件） （1,651件） （1,441件） （1,120件） （1,091件）（287件）

（52件）

（6件）

（147件） （1,384件） （1,334件） （936件） （875件）（206件）

（38件）
（4件）

（8件）（217件）（453件） （556件） （496件） （246件）

（87件）

（4件）

（6件）（205件） （460件） （580件） （388件） （201件）

（49件）

（6件）

電話を掛けた方の年代
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有職者が72.1％を占める ➡ 全国労働調査の有職者よりも多い
2022年度に比べ、「常勤」 が減少し、「学生」 が微増、「その他」 が増加

有職者

有職者
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（3,564件） （495件）

（121件）

（2,101件）

（341件）

（605件）

（176件）（1,232件） （2,365件）

（3,176件） （417件）（118件）

（391件）

（72件）

（144件）

（88件）

（741件）

（3,180件） （354件）

（115件）

（301件）
（86件）

（110件）

（76件）（544件）

全国割合（※）

全国割合は、総務省統計局 統計データより作成

相談対象者の就業状況

10



回答対象は相談件数全体の7割にあたる5,644件で、「給与・収益」 が76.9％
2022年度と同傾向ではあるものの、「給与・収益」 が減少
「収入形態不明」 の中には 「回答拒否」 も含まれるため、安定した 「給与・収益」 以外の割合が高い可能性

「収入形態不明」 の中は、

安定した「給与 ・ 収益」以外の割合が高いことも推測される
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（4,340件） （254件）（813件）（237件）

（4,082件） （224件）（589件）（174件）

（4,342件） （253件）

（812件）（237件）
（2,253件）

（4,083件） （224件）

（590件）（172件）

（1,750件）

収入形態
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相談件数全体の3割半ばは併存状態が不明ではあるものの、「問題なし」 が33％、いずれかの 「問題あり」 が31％
併存問題としては 「精神障害」 は27％で最も多い ➡ 内閣府 「令和５年版 障害者白書」 によると日本の一般
人口に占める比率は4.9％程度

2022年度と同傾向ではあるものの、「精神障害」 が増加
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（2,118件）

（56件） （13件） （4件） （1件） （3件） （17件）

（2,571件）

（233件）

（2,881件）

（1,427件）

（46件） （16件） （6件） （3件） （23件） （4件）

（2,379件）

（230件）

（2,685件）

※割合の小数点以下は四捨五入

併存する状態（ギャンブル等依存症以外に抱えている問題）
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相談件数全体の3割半ばが不明ではあるものの、「借金あり」 が4割弱、「債務整理経験あり」 が2割強を占める
「債務整理経験あり・現在借金あり」 は17.0％
➡ ただし、債務整理経験者の75％が現在借金をしている

2022年度に比べ、「不明」 が増加、「債務整理経験有り・現在借金有り」 が減少
（2022年度が特に高く、2021～2020年度並）
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（1,339件） （1,658件）（446件） （1,552件） （2,902件）

（1,625件） （1,397件）（401件） （1,295件） （2,101件）

債務整理経験
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1位：やめ(させ)る方法 (62.6％) 2位：家族の接し方 (9.2％) 3位：地域の相談先 (2.2％)
➡ 医療機関などを案内してもらい、治していくよりも電話相談だけでやめ（させ）る方法を期待している
➡ 身近な相談先を探している

2022年度と概ね同傾向 ➡ ニーズの変化はみられない
「その他」 が23.1％ ➡ 分類の精緻化は依然として課題
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（4,944件） （727件）

（174件）

（134件）

（95件）

（1,824件）

（4,105件） （716件）

（143件）

（130件）

（89件）

（1,637件）

電話を掛けた方が知りたい内容（「サポートコール」の利用目的）
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 リファー先の案内は2022年度の23.2％から微増し、24.7％（2021年度は15.7％であったため、高止まり）

そのうち 「案内のみ」 は13.0％と同率。「案内と解決策・アドレスの両方」 のみが微増した結果。

 「解決策・アドバイスのみ」 は相対的に微減し71.3％→68.5％

 「傾聴のみ」 は2019年度の6.5％→2020年度の2.5％→2021年度の1.5％→2022年度の1.3％→今回1.4％と前回同水準

➡ これらはサポートコール利用目的が「相談・解決」であることを理解し、具体的な解決策や

アドバイスに注力し、また、相談者の状況に応じて案内を行った結果による成果といえる

➡ 『案内優先主義』 から 『ワンストップ問題解決型介入』 への脱却がより進んでいる

➡ 相談件数が増加してもなおサポートコールの対応スタッフの質が維持されている

【今回：2023年度】 【前回：2022年度】
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（1,027件）

（924件）

（5,409件）

（111件）

（8件）

（419件）

（886件）

（696件）

（4,862件）

（89件）

（55件）

（232件）

（N＝7,897件） （N＝6,819件）

案内先の割合（大分類）
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主な案内先は 「医療機関」 が12％、「行政機関(精神保健福祉センター等)」 が8％、「自助グループ」 が7％
主な案内内容は 「代替行動をおすすめ」 が25％、「本人への接し方について(家族)」 が12％
「その他アドバイスなど」 が24％
➡ 相談者個々のニーズに応じた細やかな対応を行っていることが伺える

※割合の小数点以下四捨五入
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（948件）

（632件）
（553件）

（158件）
（79件）

（1,974件）

（948件）（869件）

（711件）

（474件）

（316件）
（237件）

（1895件）

（79件）

（395件）

（818件）

（546件）

（409件）

（136件）
（68件）

（1,637件）

（955件）

（750件）

（614件）

（409件）

（273件）
（136件）

（1,637件）

（68件）
（205件）

案内先の割合（詳細分類/複数回答）
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診断結果 回答数 割合

依存なし 89,201 35.4%

予備軍
疑い

52,010 20.6%

依存症
疑い

110,733 44.0%

合計 251,944 100.0%

年代 回答数 割合

10代 14,265 5.7%

20代 83,717 33.2%

30代 64,934 25.8%

40代 51,817 20.6%

50代 27,012 10.7%

60代 7,163 2.8%

70代 2,308 0.9%

80代以上 728 0.3%

合計 251,944 100.0%

性別 回答数 割合

男性 221,669 88.0%

女性 30,275 12.0%

合計 251,944 100.0%

35.4%

20.6%

44.0%

依存なし

ギャンブル依存症予備軍疑い

ギャンブル依存症疑い

88.0%

12.0%

男性 女性

※ 本人回答

※ 集計期間：2021年3月～2024年3月
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5.7%

33.2%

25.8%

20.6%

10.7%

2.8%

0.9%
0.3%

10代 20代 30代 40代

50代 60代 70代 80代以上

セルフチェックツール回答状況
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「パチンコ・スロット」 の相談件数が一極集中しており71.3％。コロナ以降微減傾向が続いたが、増加に転じた
一方、公営競技の 「競馬」 「ボートレース」 「競輪」 「オートレース」 はおおむね同水準。「その他」 も微減
「その他」 の内訳は、2020年度以降 「カジノ」 が依然として最も多い。

ゲーム関連の割合が2022年度から減少。賞金関連 (特に「宝くじ」) が増加

【今回：2023年度】 【前回：2022年度】
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（5,631件）

（4,514件）

（1,279件）（1,214件）
（1,161件）（1,043件）

（624件）（525件）

（126件）（102件）（1,539件）
（1,535件）

（324件） （58件）

（83件） （5件）

（499件）

（245件） （36件）

（289件）

（293件） （34件）

（64件）
（15件）

（36件）

（479件）

（206件）

（4件）

（404件）

（相談数：N＝7,897件） （相談数： N＝6,819件）

※複数回答あり

ギャンブル種類ごとの相談件数
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■相談件数7,897件中、ログデータから4,123件を分類することができた
■相談件数の1/3がレベル4（公的機関への借金）で、切羽詰まった状況に陥っていってからサポートコールを

利用している

定義 割合
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（93件）

（100件）

（2,548件）

（2,236件）

（630件）

（502件）

（779件）

（806件）

（73件）

（108件）

（3,774件）

（3,067件）

実生活への影響度レベル
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相談件数7,897件中、ログデータから4,217件を分類することができた
レベル2が26.9％、レベル3が15.4％で、合計42.3％
自覚症状のないレベル1は1.0％に留まる ➡ 現状を深刻だと認識している相談者が多数派

定義 割合
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（80件）

（67件）

（2,128件）

（1,731件）

（1,214件）

（1,013件）

（354件）

（245件）

（441件）

（613件）

（3,680件）

（3,150件）

自己認識レベル
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

申請書 送付数 30 19 25 23 21 14 19 21 22 31 28 31

申請 受付件数 7 10 20 9 5 11 8 6 5 12 5 12
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31 28
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35

【 2023年度 給付申請書送付数 ・ 申請受付件数 】

23.6

9.2

平均
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9 29

130

269 242

373

473

0

100

200

300

400

500
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精神保健福祉センター 案内数

案内数

※ サポートコールから希望者へ申請用紙を送付

※ 最大3回分までを支援センターで負担

医療機関等受診料給付申請数・精神保健福祉センター案内数
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-1
0

件
数
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参加しない自信

+要素 ―要素

参加日数：33.4％が一日以上減少
費用 ：38.4％が千円以上減少
参加衝動：51.1％が1段階以上減少
自信 ：44.2％が参加しない自信が1段階以上増加

N＝536

下記の4グラフは、相談前後の差異の分布を表したものです。相談前後で変化
が見られなかった 「0」 を中心として作成しています。

(例) 日数グラフで相談前に6日、相談後に3日ギャンブルに行った場合、差異は
「3」となります。
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※相談者回答

電話相談後の変化
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増加傾向の相談者属性の観察
 女性50代以上、「学生」 や 「その他」 の職業の方、「精神障害」 の併存問題のある方、
債務整理経験のない方が増加
➡ 相談内容を傾聴し、適切な聞き出しを行うことでギャンブルの他にも抱えている問題（疾病疾患、虐待加害、

生活環境等）を明確化し、相談者ひとりひとりに適した案内・アドバイスを行うとともに、当センターからも

幅広い視点で問題提起していく必要がある

若年層（30代以下）の抱える問題への対応
 30代以下のギャンブル種としては 「パチンコ・スロット」 が最も多いものの、

「その他」 のギャンブルとしては「カジノ」が特に多い。
➡ 直接的な債務問題の他に、「スマホの信用決済」 「後払い決済」 により購入した転売人気商品を買取業者

に売却し、当面の資金や返済金を確保する行為が目立つ

➡ 単なる 「金銭問題」 ではなく、「大人になり切れない未熟な若者の問題」 として対応が必要

相談者が抱える問題をポジティブに解消するための介入と支援
 “ギャンブル等依存症が重症であるから対応する”のではなく、依存症や自覚症状の程度を問わず、相談者本人や

相談対象者が前向きに問題解決に向けて動き出せるアドバイスや案内を行うことが望まれる
➡ 相談者属性の精緻化、案内先の精査、有効で適切なアドバイス・声掛けの仕方を収集

『 早期発見・早期解決 』 のために認知施策
 当センターの名称認知度や 「サポートコール」 や 「無料カウンセリング」 等の活動への認知度を高め、利用を促進する

ことで 『 早期発見・早期解決 』 がより進むように、認知施策を検討したい

１

２

３

４
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まとめ

引き続き、新たな課題の特定や対策の検討のため、多くの具体的事例の調査・分析による
実態把握の必要性が増してくる

サポートコールの相談から、依存症の疑いが高く、特にオンライン投票を利用している者の
実態把握に取り組み、将来の予防や回復に繋がる施策を検討していく

サポートコールに集積された情報を踏まえたセンターが取り組むべきテーマ
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まとめ
要点と今後の方向性について

第15回ギャンブル等依存症対策推進関係者会議資料 / 吉倉和宏
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要点
① 「自己認識」ある方がセンターにアクセスしている（P.20）
② リファーより「ワンストップ」の需要が多い（P.13）
③ 相談後は「プラス方向に変化」する比重が高い（P.22）

前提条件
・２４時間３６５日相談対応
・依存症すべてに対応
・受診料の給付
・相談員の資質向上
・精神疾患への配慮が必要

第15回ギャンブル等依存症対策推進関係者会議資料 / 吉倉和宏
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①
自己認識

②
ワンストップ

③
プラス変化

【予防】
周知・教育

【予防】
注意喚起

【回復】
プラス変化
増加への検討

ネット投票データ 相談データ

【分析】
依存症の疑いが

高い方

【検討】
予防や回復に
繋がる施策

A.相談データを、「依存症の疑い」が高い方の分析に活用
B.ネット投票データを、依存症の実態把握や注意喚起に活用
C.両データを基に、依存症の予防や回復に繋がる施策を検討
D.関係者の周知・教育の促進により自己認識を高める施策の促進

【
方
向
性
案
】

第15回ギャンブル等依存症対策推進関係者会議資料 / 吉倉和宏
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